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	試案
	

	モノローグ
	尺
	尺
	モノローグ
	コンセプト ／ 指示の説明

	あたしはまた、夢を見ていた

今度は、大空の夢
	00:01

00:03
	00:01

00:03
	あたしはまた、夢を見ていた

今度は、大空の夢
	モノローグ前半。

コンセプトは、夢、空、ぽつぽつとした語り（時）。

	果てしない、澄み渡る大空
	00:05
	00:05
	果てしない、澄みわたる大空
	画面上でつぶれるので漢字を開く。

	この空の向こうには、

何があるのだろう？
	00:08
	00:08
	この空の向こうには、

何があるのだろう？
	前半のポイント。

スローテンポなので、最後の言葉で印象づけるのである。

	
	
	
	
	

	目を覚ませば、

今日という今が終わり
	00:14
	00:14
	目を覚ませば、

今日という今が終わり
	モノローグ後半。
コンセプトは、現実、大地、たたみかけるような語り（時）。

	今日だった日は、

過去になる
	00:16
	00:16
	今日だった日は、

過去になる
	

	そして始まる「明日」は、

とても辛いものかもしれない
	00:19
	00:18
	そして始まる「明日」は、

とても辛いものかもしれない

（画像：大地）
	めまぐるしく流れる現実の時を表すために、「昨日、今日、明日」の語りが同間隔（2秒ごと）になるように調整。
合わせて、大地画像の表示もじゃっかん早めに。

	それでもあたしは飛び続ける

だって逃げても「明日」は訪れるから
	00:22
	00:21


	それでもあたしは飛びつづける
〔“だって”削除〕逃げても「明日」は訪れるから

	前が一秒くり上がったので、このセリフも一秒くり上げ。
テンポよくフレーズがつづくので、読みやすくするために漢字を開き、文章をけずる。

	だから、立ち向かっていこう
（画像：大地）
	00:26
	00:26
	だから、立ち向かっていこう
（画像：崖）
	後半のポイント。
セリフがつづくので、右から左に流れていってしまわないように、半ばのここでいったん印象深いフレーズを出しておく。

「立ち向かっていく」なので、空に開けた崖もここで出す。

	心に翼を広げ、運命という風に

時には風に乗り、時には風に逆らい

（画像：崖）
	00:29
00:32
	00:29
00:32
	心に翼を広げ、運命という風に

時には風に乗り、時には風に逆らい

（画像：承前・崖）
	ふたたびめまぐるしく流れ出す時。

	大空に、飛び立とう

（フォント：大、セリフ枠なし）
	00:36
	00:36
	大空に飛び立とう

（他のフレーズと同様に表示）
	後半のポイントは、半ばの「だから立ち向かっていこう」なので、最後のセリフを目立たせてはいけない。
ここをあっさり流す方が、モノローグ全体の締めとなるルシアの登場が印象深くなる、という理由もある。

	
	
	
	
	


